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実験の概要(*3)： 

ANSTO ECHIDNA において磁性準結晶 Au-Ga-Tb の粉末中性子回折実験を行った。実験は Ge311

反射モノクロメータで選択された 2.4395 A 波長の中性子を用いて行われた。試料は約 10g の粉末試

料であり、直径 6mmのバナジウムサンプル管に封入して測定に用いられた。冷凍機としてはヘリウム

循環型トップローディング冷凍機を用い、最低温度は 3.5K程度であった。準結晶試料に加えて、比較

のため近傍組成の近似結晶相の中性子粉末回折実験を行った。近似結晶相試料は 2gと少量であったた

め Cd底上げを行ったバナジウムサンプル管に封入した。冷凍機等は準結晶実験と同様であった。 

実験結果として、準結晶試料からは明瞭な磁気散乱を観測することができた。磁気散乱は約 14K以下

から発達するが、これはバルク物性実験で観測されている以上温度とほぼ対応する。一方、比較実験

として行った近似結晶試料でも磁気散乱ピークを明瞭に観測することができた。この近似結晶試料か

らの磁気散乱は Au-Al-Tb近似結晶系に対する我々の最近の報告(Sato et al. PRB 2019) とよく一致す

る。準結晶および近似結晶での磁気散乱パターンを比較すると、準結晶中では磁気散乱ピークの数が

比較的少なくまた強度もそれほど強くないことが判明した。これらの結果に関して現在解析を進めて

いる。 

(*1) １人のみ支援を受けた場合は空欄でお願いします。 

(*2) 物性研中性子共同利用で採択された課題名です。 
(*3) 簡単な記述で構いません。この報告書の提出をもって、旅費が支給されます。また、実験終了後

２ヶ月以内に物性研 ISSP-NSL Database (http://quasi.issp.u-tokyo.ac.jp/db/index.php)から activity 

reportの提出をお願い致します。 


